
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・ライク（Ａ’like）～共に生きる～ 

＜同様の・等しく＞という意味を持ちます。 
２０１６年 ＶＯＬ．１４ 

コンテンツ 

■ 特集「女性活躍推進法」で女性が輝く！ 

■ あ・らいくな人 

■ 男女共同参画川柳コンテスト作品募集 

■ 市民会議の活動報告 

＜岩見沢名所探訪①＞ 

岩見沢駅 
 現駅舎は、2009 年（平成 21 年）に完成した、４代目の

駅舎です。 

 鉄道レールやレンガを使用した斬新なデザインで、2009

年のグッドデザイン賞大賞をはじめ、2010 年日本建築学会

賞、2011 年ブルネル賞など様々な賞を受賞しています。 

 有明連絡歩道からは線路内が良く見渡せることなどから、

全国の鉄道ファンからも熱い視線が注がれています。 

【所在地】岩見沢市有明町南 

撮影：小川 重雄 氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ３ 

■なぜ女性の活躍推進が必要？ 
 女性活躍推進法は、正式には「女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律」といいます。この法律は、女性が働くことを

通じ個性と能力を発揮して活躍することを推進する法律です。 

 しかし、今、なぜ法律で女性の活躍を推進する必要があるので

しょうか？ 
 

現在、日本は急速な人口減少の局面を迎え、将来の労働力不足

が懸念されています。そのような中、需要の多様化や国際化など

に対応するためにも、企業等における人材の多様性を確保する

ことが求められており、その観点からも女性の活躍の推進がと

ても重要となっています。 

 ですが、日本の働く現場において、女性が十分に能力を発揮で 

きる環境が整っているとは言い難いのが現状です。 

 女性の就業率は上昇していますが、就職を希望しながらも働

いていない「就業希望者」は約３０３万人に上っています。また、

第１子妊娠を機会に約６割の女性が退職するなど、出産や育児

を理由に離職する女性が依然多いため、女性の年齢階級別就業

率のグラフは「Ｍ字カーブ」と呼ばれる状態にあります（図Ａ）。

さらに、出産・育児後に再就職した場合にはパート等の非正規雇

用になる場合が多く、女性雇用者の 56.6%が非正規雇用※1 と

いう現状があります。 

正規雇用の状態でも、管理的立場にある女性の割合は、

11.3％と国際的に見て大変低い水準となっています（図Ｂ）。 

また、共働き世帯で妻が育児や家事にあてる時間は１日平均

４時間５３分である一方、夫が平均３９分※2という事実もあり、

女性の負担の重さが伺えます。 
 

 このような現状を踏まえ、女性の能力が十分に発揮できる社

会は、女性だけではなく男性のワーク・ライフ・バランスを実現

させ、男女の人権尊重につながります。そのような社会を実現す

るために、「女性活躍推進法」が制定されました。 

■具体的な取組は？ 

企業だけでなく国や自治体、病院、学校など、労働者（１年以上継続して雇用している期限の定めがないパート社

員、非正規雇用社員を含む）が３０１人以上の組織に、女性の活躍状況を把握・分析し、「事業主行動計画」の策定

が義務付けられています。 

義務 

・特定事業主：国や都道府県、市町村などの地方公共団体やそれらの機関 

岩見沢市では…岩見沢市、市議会、監査委員、選挙管理委員会、農業委員会、消防事務組合、 

教育委員会の計７つあります。 

・一般事業主（特定事業主以外の事業主）のうち、常時雇用労働者が３０１人以上いる事業主 

努力義務 ・一般事業主のうち常時雇用労働者が３００人以下の事業主 
 

○事業主の責務 

 女性活躍推進のための基本原則として、以下のことが定められています。 

 •個性と能力が十分に発揮できるように、採用、教育訓練、昇進などの機会を提供すること 

•結婚、妊娠、出産、育児、介護その他家庭生活の事情と職業生活の両立が可能となるような環境を整備すること 

•職業生活と家庭生活の両立について本人の意思を尊重すること 
 

○具体的取組 

 ①状況の把握：現在の女性活躍状況を調査把握し、改善するべき課題について分析します。 

 【必ず把握する事項】1.女性の採用比率 2.勤続年数の男女差 3.労働時間の男女差 4.管理職に占める女性の割合 

 ②行動計画の策定及び届出：①で明らかになった改善すべき課題を基に、行動計画を策定します。 

 【盛り込むべき事項】 

  1.行動計画の期間…いつからいつまでの計画か、期間を具体的に示す。 

  2.定量的目標………「女性採用率を◇％にする」「役員に女性を◇人登用する」など具体的な数値を示す。 

  3.取組内容…………どのようにして定めた目標の数値を達成するのか、具体的取組を示す。 

  4.取組の実施期間…取組を行うのはいつからいつまでの期間かを具体的に示す。 

 ③活動情報の発信：女性活躍推進のための取組を内外に発信します。 

   昇進のチャンスが多い、育休産休が取りやすいなど、男女平等を徹底している企業は、女性の人気はもちろん男

性のワーク・ライフ・バランスの観点からも好意的に受け止められる傾向にあります。その結果、優秀な人材が集

まりやすくなるというメリットがあります。雇用者も、企業側から具体的な情報を得やすくなるため、双方にメリ

ットが生じることになります。 

○岩見沢市における取組○ 

■優良企業には認定マーク！ 

女性の就業希望者数 

約３０３万人 

(％) 

出典：総務省「労働力調査（基本集計）」(平成 26 年)、(独)労働政策研究・研

修機構「データブック国際労働比較 2014」より作成 

（日本は 2014 年、その他は 2012 年のデータ） 

図Ｂ 

※1：総務省「平成 26 年労働力調査(詳細集計)」による 

※2：総務省「平成 23 年社会生活基本調査」による 

・「岩見沢市特定事業主行動計画」の策定 

・「岩見沢市女性の職業生活における活躍についての推進計画」の検討 

・岩見沢市総合戦略での女性活躍に対する取組（詳細は市オフィシャルサイトをご覧ください。） 

＊充実した子育て施策を活かした安心して子育てできる環境づくりの更なる促進 

＊仕事や家庭の両立支援による働きながら子育てできる環境づくり       …等 

・いわみざわ男女共同参画プラン推進市民会議などによる、女性活躍推進の啓発活動 

○国及び地方公共団体（都道府県、市町村）が取り組むこと 

 ・国…「女性の職業生活における活躍の推進に関する基本方針」の策定（平成２７年９月２５日閣議決定） 

    「事業主行動計画の策定に関する指針」を策定（平成 27年 11月 20 日告示） 

 ・地方公共団体…基本方針等を勘案して、当該区域内における「女性の職業生活における活躍についての推進

計画」を策定（努力義務） 
 

○事業主が取り組むこと 

 ・女性の活躍に関する状況把握 

・「事業主行動計画」の策定、公表等 

・女性の活躍に関する情報の公表 

■事業主行動計画ってどのようなもの？ 
 

行動計画の策定・届出を行った、女性活躍に関する取組の優良な企業に

ついては、申請により厚生労働大臣の認定を受けることができます。 

 認定企業は、厚生労働大臣が定める認定マークを商品などに使用する

ことができ、認定マークの活用により、女性活躍優良企業として、企業イ

メージの向上や優秀な人材の確保につながる等のメリットがあります。 

見本 見本 見本 

特集「女性活躍推進法」で女性が輝く！ 

平成 27年 12月 25日に閣議決定された「第４次男女共同参画基本計画」にも、「女性活躍推進法」の視点が

盛り込まれています。ぜひ内閣府男女共同参画局ホームページ等でご確認ください。 
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 まちなか朝市実行委員会 実行委員長 

前野商店 五ッ星お米マイスター 

前野
ま え の

 雅彦
まさひこ

さん 
【プロフィール】 
・昭和49 年生まれの 42 歳 

・妻、娘 2 人の4 人家族 

・岩見沢市出身 

・同志社大学、帝塚山大学大学院卒業 

・10 年前に帰岩し家業である米穀店に

勤務（4 代目） 

 

 ぷらっとパークで開催される「まちなか朝市」の実行委員長

や、プロジェクト X’mas 実行委員会の事務局長などを務め

る前野 雅彦さんに、まちづくりへの思いや女性に期待するこ

となどをインタビューしました。 

■まちづくりに参加したきっかけ 

 帰岩するまでは、関西で博物館の学芸員や教育委員会で

働いていました。その時に、地元のために何かしようとい

う方とたくさん出会いました。 

 それで、僕も帰ってきた時に、自分がまちのために何か

できることがないかと考えていた時、商工会議所にいる同

級生から「朝市をやるけど出店しないか」と声をかけられ

たのが、まちづくり活動に参加したきっかけです。 
 

■５ッ星お米マイスターとしての仕事・食へのこだわり 

名前に恥ずかしくないよう知識を深め、お客様等に分か

りやすく伝えることを心がけています。特にお米の保存方

法や炊き方、研ぎ方を聞かれる方が多いです。 

 食生活で心がけているのは、食卓で子どもに色々な話も

しながら、食の知識・栄養や機能性を伝えていくことです。

米を中心とした日本の各家庭の食卓というものを、もう一

度考え直していけるような一つのきっかけとしたいです。 
 

■「まちなか朝市実行委員会」設立の目的・出店状況に

ついて 

 最初の朝市は 4 年前に一旦終了していましたが、２年前

に同じ気持ちを持ってくれた仲間達の協力を得て、まちな

かに賑わいを取り戻すために再結成しました。特に個人、

個人商店の力を高めながら協力することが大切だと感じて

います。 

朝市には、市内外からの個人商店、生産者、行政など多

方面から参加していただいています。 
 

■イベントを行う際の人集め等で心がけていること 

 人との出会いや縁が一番大切だと考えているので、相手

にも自分にも良い縁であることを願っています。 

 売り上げをあげることを第一目的にせず、皆で努力し、

苦労して創り上げた中で生まれる団結心や横のつながりの

中から、経済の循環へとステップアップしていけたらと思

っています。 
 

■今、岩見沢のまちで一番気になること 

 横の連携が足りないと感じます。良くも悪くも一人で頑

張りすぎるところがあるのかなと。 

例えば、米屋と服屋、服屋と定食屋が協働しても良いと

思います。異業種の方との交流から見えてくることもある

でしょうし、まずは横のつながりを構築して、腹を割って

話せる関係を作りたいと思っています。 

■家庭での家事や育児の役割分担は？ 

 基本的に役割分担は決めていません。どうやってお互い

がストレスなく生活して行けるかが大切だと思います。自

分の時間が欲しいので、なるべく早起きをして家事を同時

進行しています。一つだけの行動に没頭せず、効率的に時

間を使うのが好きです。 

 米屋は僕が選んだ仕事なので、妻には自分の時間を取り

ながら店に関わってほしいです。子ども達のために時間を

取ったり、たまには実家に帰ってのんびりしたいという思

いがあれば、それを優先してあげたいと思っています。 
 

■岩見沢の女性に期待すること 

 岩見沢は「俺が、俺が」と前のめりな男性が多いと思い

ます。その推進力を高めるには、女性がもっと参加し、柔

軟な視点を生かして物事が円滑に進むような調整役をし

ていただけることを期待します。物事はリーダーシップを

取る人だけでなく、色々な役割の人がいて成り立つので。 

 まちづくりでも地域づくりでも、人対人の関係性という

ものが注目されていくと思います。そこで女性が果たす役

割は、すごく大きくなってくるでしょう。 
 

■次の世代を担う人々へのメッセージ 

 物事は「できる」「できない」「面倒くさい」の 3 つに分

けられると思いますが、僕は「面倒くさい」は言わないよ

うにしています。 

「面倒くさい」を自分の成長の機会と捉え、乗り越える

ため努力すれば、自分のなりたい姿になれると思います。

結果ダメでも、その過程が必ず自分の力になる。 

「一億総活躍」や「女性活躍」の「活躍」という言葉に

は色んな意味合いがあって、決して旗振り役だけが活躍と

いうことではない。「活躍」には、その人なりの頑張り方、

役割があるので、もう一度自分のこととして考えてもらえ

たらと思います。 

前野さん 

取材にご協力

いただきあり

がとうござい

ました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しい応募方法は裏面をご覧ください☞ 

 

２
０
１
６
年 

  

４
月

１
日
（
金
）
～

５
月 

 

日
（
金
） 

 

あ
な
た
の
力
作 

ご
応
募
く
だ
さ
い
！ 

男
女
共
同
参
画
社
会
って
？ 

 

「
女
だ
か
ら
」
「
男
だ
か
ら
」
と
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い
け
る
社
会
、 

そ
れ
が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
で
す
。 

○
お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と 

○
協
力
し
合
う
こ
と 

○
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と 

 

あ
な
た
が
感
じ
る
身
近
な
「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て 

五
・
七
・
五
の
川
柳
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

★大賞（１点）★ 
図書カード 

１０，０００円分贈呈 
 

★入選（５点以内）★ 

図書カード 

３，０００円分贈呈 
 

※大賞作品は、平成２８年度男女共同

参画週間の啓発活動で使用させてい

ただきます。 
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’１５男女共同参画市民フォーラム in いわみざわ 

オープニングコンサート 

講演「男女共同参画と地域活性化」 
講師：湯浅 誠さん（社会活動家／法政大学教授） 
 

テーマ：「あなたの明るい未来を拓こう」 

日 時：平成２７年７月４日（土）午後２時～４時 

会 場：ホテルサンプラザ 

 講演に先立ちまして、北海道教育大学岩見沢校の学生、仲村
な か む ら

優美
ゆ み

江
え

さ

ん、佐
さ

川
が わ

彩
あ や

名
な

さん、合
ご う

田
だ

咲
さ

希
き

さん、阿部
あ べ

淳
す な

穂
ほ

さんの4名によるフルート

四重奏コンサートを行いました。 

 クラシック音楽の「グランドカルテット」から、ディズニー映画「美

女と野獣」のテーマ、なじみ深い「ふるさと」「見上げてごらん夜の星を」

の 4 曲を演奏いただきました。フルートの奏でる美しいハーモニーに、

会場は拍手喝采となりました。 

 湯浅さんのお名前が広く知られたのは、年越し派遣村村長としての平成 20 年暮れ

のニュースです。貧困から男女共同参画と幅広いお話がお聴きできると期待して席に

着きました。 

 岩見沢は初めてとの第一声でしたが、来道の機会も多いとのことで、当別町の社会

福祉法人「ゆうゆう」のお話をされました。「ゆうゆう」で運営しているレストランに

は、総理夫人の安倍
あ べ

昭
あ き

恵
え

さんもお越しになったとのことです。昭恵夫人は総理とは違

う意見を持つ等、一人の人格を持つ自立した女性、人間として、自分の意思を主張す

る姿は、男女共同参画の体現だとおっしゃられていました。 

  この前段を踏まえ、男女共同参画と地域活性化をテーマとして、お

話は進みます。 

 社会参加の理想状態は、市民一人ひとりが持っている能力を

100％発揮する状態です。外から人が集まってくるまちなど、地域活

性化の鍵は結局のところ人にあるとのことです。 

 島根県海士
あ ま

町へ、都会から移り住んだ青年の話をされました。彼ら

は島の人たちの魅力に魅かれたのです。また、広島県安芸
あ き

高田
た か た

市では

数字の上での過疎ではなく「こころの過疎」が一番深刻であるという

話を聞き、大変感銘を受けたとのことです。 

また、ニートの人たちと、町おこしの一環として特産の白神
し ら か み

まいたけを

使ったキッシュを名物として作る藤里
ふ じ さ と

町の取組を紹介されました。 

他にも、ホームレスの方たちへの炊き出し支援のお話をされ、良い炊き

出しと悪い炊き出しがあることについてお聞きしました。悪い炊き出しは

上下関係が固定化してしまうことで、良い炊き出しは皆の力を借り、関係

を固定化させないものとの事でした。 

 途中には参加者同士のディスカッションの時間を取り、参加者の意識は

さらに高まったと思います。 

私たちが色々な手段を持つためには、引き出しを持つことが重要です。一人ひとりが色々なことに対応できる

豊かな引き出しを持つことが、地域活性化に繋がるとのことです。「松野市長が、女性の課題は男性の課題と話

されましたが私も同意見です。女性の問題を女性だけの問題にしない、自分の問題ととらえることが大切」とお

話を締めくくられました。今回学んだたくさんのことを、一つでも生かしていきたいと思います。 
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第８期 女性のためのステップアップ講座 
 

 上田さんは突然死で奥さんを失い、４才の娘さんと残されました。幼

稚園から持ってきてと言われた「スモッグ」が何か分からず四苦八苦し

たり、面白いキャラ弁がＮＨＫで取り上げられるなど、子どもへの愛情

が感じられる講演でした。誰にでもできることではないと感じました。 

「女性のためのステップアップ講座」は、女性が自分磨きをするより良い場を目指しています。何期も受

講されるリピーターの方も増え、その時々で講師のお話を知り合いに教えてくださっている方や、新たな活

動を始める方などもおり、講座を開催している効果が表れていると感じています。 

 講座でお聞きしたい講師の方を教えてくださると今後の参考となりますので、お気軽にお声掛けください。 

 認知症の人や独居高齢者の増加により、市民後見人の制度がとても

重要になるとのことです。年齢を重ねていても、市民後見人養成講座

を受講してみたいと思わせる先生のお話でした。初心者でも分かりや

すい丁寧な講演で、ぜひまた聞きたいと思いました。 

第２回「あなたの隣のシングルファーザー」 

 北海道ｼﾝｸﾞﾙﾊﾟﾊﾟﾈｯﾄﾜｰｸえぞ父子ﾈｯﾄ代表 上
う え

田
だ

隆
た か

樹
き

さん 

第４回「市民後見人の役割について（市民後見人の基礎知識）」 

弁護士 松村
ま つ む ら

亮
りょう

哉
や

さん 

第１回「岩見沢の生いたち」  

郷土史を学ぶ会会長 尾
お

崎
ざ き

和
か ず

男
お

さん 

 岩見沢市民として、市の生い立ちを見聞きする機会が少ない中、

知らなかった北海道の歩みから始まり、自分の住む岩見沢のルー

ツ・歴史を知り、大変興味深く聞かせていただきました。 

岩見沢の史跡もぜひ訪ねてみたいです。 

第３回「生活習慣病を予防する食事～体重ｺﾝﾄﾛｰﾙ★やせるｺﾂ～」 

管理栄養士 榊
さかき

 房
ふ さ

子
こ

さん 

生活習慣病は、食事と体力に合わせた無理をしない運動が

効果的とのことです。また、朝晩体重計に乗り、体重差が朝

と晩＋0.5kg 以内だと痩せられるとのことです。ただし最低

三か月は続けるということで、なかなか難しいです。 

第５回「雲が教えてくれたこと」 

焼き菓子工房オーナー 辻村
つ じ む ら

淑
よ し

恵
え

さん 
 さんは専業主婦の時に本に興味を持ち、図書館司書の資格を

取り栗沢・岩見沢の図書館に従事されました。現在は大正時代に建

てた家を利用し焼き菓子工房を開業されておりますが、千円稼ぐこ

との大変さを学んだとのことです。 ステップアップする

チャレンジ精神に感動！ 
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平成２７年度 市民会議の活動 

平成２７年度も、市民会議では様々な活動を行いました。その中から主な活動を写真でご紹介い

たします。和気あいあいとした楽しい活動を続けています。 

クリーン・グリーン作戦 

男女共同参画週間街頭啓発 

輝く女性応援会議ｉｎ北海道 

日本女性会議２０１５倉敷 

日時：平成２７年８月３１日（月） 

場所：京王プラザホテル札幌 

人権擁護委員とのデートＤＶ防止合同啓発 

日時：平成２７年５月１６日（土） 

場所：はぎぞの緑地（集合） 

日時：平成２７年６月２３日（火） 

場所：イオン岩見沢店 

日時：平成２７年１０月９日（金）・１０日（土） 

場所：岡山県倉敷市各所 

日時：平成２７年１２月８日（火） 

場所：緑陵高校２階視聴覚室 
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企画・編集 岩見沢市男女共同参画情報誌編集委員会 

市民会議メンバー募集中 

いわみざわ男女共同参画プラン推進市民会議では、一緒に

活動していただけるメンバーを募集しています。男女共同参

画への理解を広めるため、岩見沢市と協働で様々な取組みを

行っています。 

活動はそれぞれのライフスタイルに合わせて不定期で

す。年齢や性別などは問いません。女性も男性も、ぜひお気

軽に下記事務局（発行元）までお問合わせください。 

 編集後記 

 平成２７年の世相を表す漢字は「安」で

した。安倍政権、安保法制、そして人々が

不安や安全崩壊から安心を求めたことの

「安」という意味だそうです。 

 私たち市民会議を漢字で表すと「前」で

す。この意味は、ポジティブに前向き、前

進を目標として、会の活動を進めてきたと

いうことです。 

 今後も、市民会議の活動を通して、男女

共同参画社会づくりに微力ながら貢献で

きることを目指したいと願っております。 

 昨年に引き続き、岩見沢市町会連合会の役員の皆さま

と「魅力ある町内会活動とは」「女性の意見や考えの活か

し方」をテーマに交流会を開催いたしました。 

 女性役員を含め活発に活動されている町会と、いまだ

そこまでいっていない町会と二極化されているようです

が、よりよいまちづくりのために、女性の協力の大切さを

確認し合いました。 

 活動されている内容として、町会自体で防災組織の確立と防災訓練の実施・三世代交流・盆踊りやラジオ

体操・高齢者への食事会等々が挙げられ、その中で女性役員や会員が、それぞれアイディアを発揮しながら

積極的に活動していました。さらに、それらの活動を通じ地域の人々との交流も深められていました。 

 また一方では、計画するが参加者が少なく立ち消えになったり、新しい計画にも二の足を踏まれ活動でき

ない、役員のなり手が少ない等の課題も出されました。 

 市町連全体として女性の会長や副会長の数が増えてきていますが、未だに意識的な不足の面が見受けら

れ、「役員をいかがですか？」との声に「いやぁ」と引かれるとの意見も出され、女性自身も積極的に町会

の役員として参画する意識を持つことの大切さも再認識した、大変有意義な交流会でした。 

日時：平成２８年１月１８日（月）１０：００～ 

場所：岩見沢広域総合福祉センター２階 ボランティア講習室 


